




















 

研究目的 

 遺伝相談の需要はますます増大してきているが,国民の要望にこたえて遺伝

相談を提供するには,またそれが十分に効果のあるものとするためには,その量

と質とが適正でなければならない。量がいくら多くなっても,配置が適正でなけ

れば国民は平等にサービスを受けることができないし,また,遺伝相談の質を高

めるには,遺伝相談施設の拡充と同時に,それらが有機的に組織化され,地域的

にまた全国的な規模での十分な連携が必要である。 


